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なぜ憲法を学ぶのだろう？ なぜ憲法があるのだろう？ 

 

第１章 ライオンを檻に入れよう 

 

１ 天賦人権（11条・97条） ～みんな同じ人間 

  なぜ､私たちには「人権」があるのだろう？ 

 

２ 個人の尊重（13 条） ～１人ひとり、みんな大切 

  個人のために国家がある？ ⇔ 国家のために個人がある？ 

 

３ 社会契約 ～ライオンに政治を任せよう    【ライオン＝国家権力】 

  なぜ､「国家権力」が必要なのだろう？ 

 

４ 立憲主義 ～ライオンは檻の中へ       【檻＝憲法】 

  なぜ､国家権力を縛る？ 

 

５ 国民主権（前文 1 段・1 条） ～檻を作るのは私たち 

  なぜ､私たちは法律を守らなければならないのだろう？ 

 

６ 民主主義（15 条など） ～ライオンを選ぶのも私たち 

  なぜ､民主主義という仕組みにするのだろう？ 

 

 

第２章 檻で何を守る？  

 

１ 平和主義（９条）  ～ライオンが勝手に戦争をはじめないように 

 

２ 基本的人権（自由権） ～ライオンに放っておいてもらう権利 

（１）ライオンに邪魔されず､自由に思い､考え､意見を言うことができる 

～思想良心の自由（19 条）､信教の自由（20 条）､表現の自由・知る権利（21 条）､学

問の自由（23 条） 

 

（２）ライオンに邪魔されず､自由に経済活動ができる 

～職業選択の自由（22 条）､財産権（29 条） 



 

（３）ライオンに身体の自由を奪われない ～人身の自由（18 条､31 条､33～39 条） 

 

（４）ライオンに邪魔されず､自由に結婚できる ～婚姻の自由（24 条） 

 

３ 基本的人権（社会権） ～ライオンに助けてもらう権利 

生存権（25 条）､教育を受ける権利（26 条）､勤労権（27 条）､労働基本権（28 条） 

 

 

第３章 檻を壊されないために 

 

１ 権力分立（立法権 41条・行政権 65条・司法権 76条）～３頭のライオンが監視しあう 

 

２ 公務員の憲法尊重擁護義務（99条） ～ライオンは檻の中にいないとダメ 

 

３ 最高法規性（98条 1項） ～檻から出たライオンの言うことは聞かなくてよい 

 

４ 硬性憲法（96条） ～ライオンの力では壊せないような硬い檻 

 

５ 違憲審査制（81条） ～檻から出たライオンを取り押さえる 

 

６ 国民の不断の努力（12条） ～私たちがライオンと檻に関心を持とう 

 

一人ひとりが、主権者としての自覚を持ち、主権者としての資質を身につける努力をする。 

 〈知る〉～ニュースに関心を持つ。憲法や時事問題を学ぶ。 

 〈考える〉～自分の頭で主体的に考える。情報の真偽も自分で考える。 

 〈行動する〉～自分の意見を述べる。理性的に議論する。選挙で投票する。 

 

 

◆YouTube 檻の中のライオンちゃんねる◆ 

10 代のための檻の中のライオン憲法講座(50 分) 

            










